
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 12 月発行 

西部教育事務所 

学 年：第５学年 

単 元 名：よりよい宿毛小にするために、友だちや先生に提案しよう 

教 材 名：「反対の立場を考えて意見文を書こう」（東京書籍５年） 

言語活動：事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えたことや伝えたいことを書く活動 

 

授 

業 

研 
究 
会 

教 

材 

研 

究 

会 

授業者 ５年Ｂ組担任  

長谷川 幹太 教諭 

西部の国語科の未来へバトンをつなぐ
授業者も参加者も創る‼高まる‼広げる‼ 国語科授業づくり講座

【宿毛市立宿毛小学校】 
教材研究会： ９月２０日（水）

授業研究会：１０月３１日（火） 

西部管内の 
講座関係  
ＨＰ 

≪参会者の感想（授業研究会）≫ 
・学習評価については、自分自身曖昧な部分もあったため、学校の教員同士で検討したり、情報共有したりするなどして、自身の力量向上を図っていきたい。 

・教えるだけの指導ではなく、児童に気付かせることや児童に任せて児童主体の授業を行うことの大切さに気付きました。 

本時の板書 

「教える、そろえる」指導から、「気付かせる、任せる」指導に 
・構成メモを書く場面では、クラス全員がジャムボードを使うのではなく、紙媒体の構成メ

モを使いたい児童は紙媒体で考えることができるように児童に選択させた。また、ジャム

ボードの付箋の色分けなどは児童に任せ、「始め－中－終わり」の構成や内容の順序などに

ついて考えたことを付箋の色や位置で自分の考えを表現するようにした。【写真１、２】 

・教材研究会を受けて、二つのモデルを提示し、比較させることで「反対の意見とその対応」 

を書き入れるよさに気付くようにした。【指導の工夫①】 

次の時間、 

どうしたい？ 

付箋の位置や色、矢印など

で文章の構成や展開につい

て自分の考えを表現してい

る。（思考の可視化） 
グループになって、実際

に反対意見を聞いてそこ

から考えたい！ 

同じグループの友達と

想定される反対意見を

出し合いたい！ 

 

育成を目指す資質・能力が身に付いた児童の姿を描く 
 授業で大切なことは、児童に力を付けることです。そのために授業者は、育成を目指す資質・能力が身に付いたか、評価しなければなり 

ません。評価については、事前に育成を目指す資質・能力が身に付いた児童の具体的な姿を描いておくことが重要です。そのことが、学習 

活動や発問、手立てを考えることにつながります。 

【写真２】 

 【写真１】 

 

 

【指導の工夫②】 

 
 

 

【指導の工夫①】 

 


